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1 1ま し め に

データマイエングとは,大 量のデータを対象とし,統

計的手法を用いて,そ こから意味のある情報を抽出する

ことである 技 術の発達により,様 々なデータが電子的

に取得可能となり,日 々膨大なデータが蓄積されるよう

になった そ れに付、 従来は大手や目視で処理可能で

あったものが,デ ータ量の増大により困難になった そ

こで,大 量のデータ群のⅢに坦 6れ ている情報を,ま く

取り出し,そ れを活用することが考えられるようになっ

た デ ータ重が増大することにより,処 理は困難となる

がⅢ逆にぅ従来はサンブル数が少なくて,単 なる仮説で

しかなかったものが,大 量のデータを用いて検証できる

ようにもなった

本稿で取 り上げるテキストマイエングとは,特 にテキ

ストデータを対象にしたデータマイニングのことであ

る 新 間j雑 誌j書 籍といつた従来のメディアの電子化

はもとより,イ ンターネットの出現により,我 々の身の

回りには膨大なテキス トが存在するようになった ま

た,自 由記述アンケートに対する回答やコールセンター

に寄せられた発話の記録なども電子的に保存されてい

る こ れらが大量に育積されると,大 手による処理の限

界を超え,何 らかの処理システムの手助けが必要となっ

てくる 校 斉エンジンを用いた,い わゆるキーワート検

索を利用した経験を持つ人も多いと思われるが,大 量の

テキスト辞の中から欲しい情報を掘り起こすことは,そ

う簡単なことではない

テキストマイ‐ングにおいては,量 の問題以外に,情

報が自然言語で記述されているという問題がある 自 然

言語による実現は,そ の言語を解する人間にとっては理

解が容易であるが,計 算機が,テ キストの内容を人間と

同様に 「電解Jす ることは可能なのかというのは,よ く

聞かれる問いである

例えば,2008年 6月 に起こった秋葉原における連続

殺傷事件において,容 疑者がインターネット掲示板に予

告の書き込みをしていたことが知られている 膨 大なテ

キスト群の中から, このような書き込みを自動的に損,座

に検知するためには,自 然言語処理をはじめとしたテキ

ストマイエングの技術が必要になる こ れについては,

総務省の 「インターネット上の連法 有 害情報への対応

に関する検討会Jに 設置された技術検討 WCに おいて,

インターネット上の犯行予告や隠語を使った犯罪情報を

検知する技術の開発に関する検討を始めていることが報

道されている

以下では,は じめにテキストマイエングの技術的背景

について述べた後に,社 会活動のトレースという側面か

ら考察を加える

2 テ キス トマイニングの基盤技術

テキストにおける最小の樽成単位は文字である 電 子

化されたテキストでは文字ごとに文字ヨードが与えら

れ,プ レインテキストは計算機上では文字コードの列に

よって表現される 歴 史的な背景から、複数の文字ヨー

ドの体系が存在するため,そ のテキストがどの作系を用

いているかを知ること, また複数の■系が混在した環境

ではそれらの間の相互変換を行うことが必要|こなる こ

のとき,異 なる体系の間でtrマッビングで問題が生じる

ことがある ま た,改 行ヨードや空白文字の取り扱いに

ついても一定の取り決めが必要になる

テイストを文字の集まりと見なした場合,計 量可能な

統計重としては,そ 文字の出現頻度(確率)や,文 字の連

alであるo字 組 (n―gam)の 出現頻度(確率)j夏 には,

ある文字の次に生起する文字の確率といったものが考え

られる 日 本語の場合には,ひ らがなすかたかなぅ漢字

といった字種の出現頻度(確率)も計算できる

部分文字列検索ではⅢ転置宗引
"な どを用いて検索文
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→列の出現位置を計算する 次 に述
べる形態来という草

位を用いずに文字の情報のみを用いた場合、「用語Jと

いう検索語に対して 「活用轟Jの 後ろ2字がヒツトする

といった問題もあるが,形 態素解析の
IIIB精度が100%

ではない状況のもとで,候 補を完全に漏れなく抽出した

いといった場合に,文 字を単位とした処理は有用であ

る

例えば,「コンピュ
ーターJの 中に 「ヨンピュ

ータ』

は含まれているので,後 者で文字列検察をかける
ことに

より,前 者↓取得することは可能である し かし類義
で

ある 「計算機Jは 金く畏なる文字
flなので,「コンピュ

ータJで 検
‐‐しても出てこない こ のようにぅより深い

「意味Jを 扱おうとすると。文字だけを対象として
いた

のでは不十分である

意味の最小の構成単位として,単 語が考えられる 英

語の場合は,ホ フイトスペ
ース'いによつて区切られた

単位で単語を認定することができるが,日 本語の場合,

このような分かち書きがなされな↓ュため,何 らかの処理

を施す必要がある 対 象となるテキストをす辞書に登録

してある一定の単位に分割することを形態景解析と呼

ぶ 形 密菜解析における主要なタスクは,単 語分宮」(タ

ギング)と品詞付与である そ の目J作用として,品 詞以

外の様々な辞書格納情報(例えば,活 用語の原形等)も付

与することができる そ のアルゴリズムについては解説

を省●●するがす簡単に言えば,辞 言に登録されて
いるエ

ントリの組み合わせで,入 カテキストをもっともよく被

覆するものを計算する ど うしても辞書中の
エントリで

は被覆できない箇所は未知語を解析される

形態素解析では,解 析エシジンと辞書を用いる オ
ー

プンツースで入手可能な日本語の形態斉解析エンジンと

して、JUMAN,maSen,IIeCab等 がある ま た,

OaSen、 MoCabで 利用可能な形態素解析用の電子化

辞書としてIPADic‐ NAIST j3icや UniDicお あ`る

形悪業解析用電子化群書において,テ キスト
マイエン

グにおける利用を考えると,単 位の斉
一化
iiわを保証す

る必要がある あ る韓言で 「幾何学Jは 1語 ,吊き理 |

学Jは 2語 と解析されたとしよう す ると,接 尾辞の

「学Jの 用法をマイエングしようとした場合に 「心理学J

は取り出せても,「幾何学Jは 全体で1語 と解析されて

いるため,取 り出すことができない 既 fの 辞書では,

内部|■理の都合で比較的長い単位で辞書のエントリが構

成されていることが多々あるわ`, これに対する
一つの解

決法は, より細かく分をJした場合の情報を辞書の内部に

持っておど,解 析処理の後で,必 要に応じてそれを出力

する(複合語の処理)というものである

また。意味にかかわる別の問題として,表 記上は異な

っていても,同
一の語と見なせるものの存在がある 一

般には景表記の間題として,検 察時に問題となることが

多いがぅマイニングにおいても同様の問題が生じる 先

の 「コンピュータJと 「コンピュ
ーターJの 扱いやj

「表す」と 「麦わすJの 扱いなどである

これら同一性の問題に対して,信 うは以下のような細

分化を行い。語室業,語 形,書 字形j発 音形という四つ

のレベルで見出しを定義することによって, これらの同

一性を表現しているい

細射 と:

(1)岳 形の変具

(1■)活 用語の話尾変化

(lb)語 の複合に伴う語頭音の変化

(lc)語 の複合に伴う語末者の変化

(13)口 語活用と文霜活用の違い

にc)サ 行変橋活用のこ段化 上
一段化

(10 外 来語の語形の違い

(lg)慣 用読みによる変化

ll h)そ の化の音の転化

(2)表 記の変異

(24)送 り仮名の違い

(2b)新 旧誹 の違い

(2c)漠 字と仮名の違い

(2d)漢 字の違い

Oo)外 来語の表記の違い

(3)発 音の変黒

(3a)外 来語の発者の違い

言柴素 「変異を考慮せず,元 来同
一と見なしうる語に

対して同一の見出しを与えたもの

語形 を同じ語彙素に所属するものに対して,活 用や言

変化などによる形態の変具を区別したもの

書亭形 を同じ語形に所属するものに対して,表 記の変

具を区別したもの

発音形 :同じ語形に所属するものに対して,発 言の変

具を区別したもの

上記のうち,(la)か ら(lc)までは
一つの言形から変

化形を派生させることにより実現する (ld)か ら(1■)

までは同じ岳彙素に所属する異なる語形として登録す

る 夏 に(23)か ら(2●)は同じ言形に所属する実なる書

字形として,(3 alは同じ語形に所属する異なる発音形

Ⅲ索引蕎が含まれる文書  ヽそ の位置などを記録した
インデッ

クス
'ス ペース タ ブ文字.改 行支字などの空白文字

'1"引
章 尊 質であること
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として登録する 例 えば.UoモDicを 用いるとす(lf)に

ついては,図 1の ように 「アイディアJと 「アイデアJ

が同じ語実業demma)「 アイディア」に所属するとい

う解析絡果が得られ,(2a)に ついては,図 2の ように

同じ語形(form)の異なる書字形として解析される

アラワス【表わす】という語葉素の語形としては 「アラ

フスJ方S,書 宇形としては 「まわすJ「表すJ「あらわ

す」が登録されている な お`「計算機Jと 「ヨンピュ

ータJは 異なる語葉素となるため, このレベルでは同一

性を表現することはできない シ ツーラスや類義語辞書

といった別の仕組みを用いる必要がある

このように`形 態素解析によって得られた単語列に対

して施計的な処理を施すことで,テ キストマイニングは

行われる iな 手法 としては`単 語や単語連鎖(n―

gram)の 出現頻度。二つの単語間の相関や,近 傍での共

起fE手を用いた解析が行われる 単 語の出現頻度によっ

て、 ど のような語がよく用いられているか,相 関や共起

確率によって, どのような語が関連して出現するかがわ

かる た だし,相 間がある。ないし共通するということ

はわかるがⅢそれがどのような意味を持つかを自動的に

取り出すことは難しい 多 くの場合,高 確率で共起する

ということは,何 らかの強い関係があると推定する

工藤らのWeb日 本語 Nグ ラム印は,Gocgleが タロ

ールした,一 般に公開されているWebペ ージ(文数約

200億文)からⅢ出現頻度20回 以上の1～7グ ラムを常

築しており,そ のlEに

(1)文 字ヨード変換

(2)正 規化

(3)文 の分割

(4)対 象文の同定ぅ選別

(5)単 語分割

といった前処理を施している

形態素解析結果に対して,更 に深い自無言語処理とし

て`孫 り受け解析や同義表現の置き換えを行うことによ

って,よ り高度なマイニングを行うことが可能となる

黒橋らのオープンサーチェンジン基盤 TSUBAKI)

では日本語のWebペ ージ約 1億作を対象に,深 い言語

解析に基づくインデヤンングを行うことにより,よ り柔

軟な横宗を可能としている 例 えば,「風邪菓を飲む時

の留意点Jは 以下のように解析される

形態素解析

Il邪/票/を/飲む/時/の/留意/点

係り受け解析

風邪→嘉,薬 →欽む,飲 む→時,時 →留意`留 意→

点

同義表現

風邪=感 膏,菓 を故む=服 用,留 意=注 意

これにより,感 冒→服用や注意→点といった係,受 け

をもつものまで広げてマイエングを行うことができる

3 社 会活動の トレース

テキストマイエングの技術を用いて,社 舎活動のトレ

ースを行う例として、奥村 らのblogWatcherがある

(現在は公開を終了している)。 プ ログのテキスト辞を

対象にテキストマイニングを行っているのだが,中 でも

アログのテキストから月ごとのプログ著者たちの行動傾

向の分析を行っている点は興味深い ブ ログは一種の日

記であるからすテキストの書かれた日時の情報お報 得で

く0すS>
くなすWヽぃヽ Jアイブィアと型oJアイアィアコoPテ イティア,osJ々湧草甑る日一般 od B田"ア イティア aヽn適困B=アイティア

prα じ age=7イ テ ィ ア IFo‐  ア イ テ ィア EDIBII ア イ ラ ィ ア 的 IIIヨ ア イ デ ィ ア れ ,や le aC価 勁 ど
Jo!

1甑 H!外 >テイテイア“b8Wi>
“da車

3a mぃ 、 ヨ ァ ィ ブ ァ ■恕 日Jア イ ブ ',コ HJア イ テ ア 0-ち ヨ =通 ち 詞
一
Wい 田 ag,ア イ テ ア r8EaB獲 イ ア イ メ ア ,Id Bag亨 ア イ 亨

アロcHn‐アイブィアⅢg4ュロ!アイラィア hpァ イテア 』"や 1『600と,"や Or gttLuヨ九>アイテアマhaⅢ l)
マエ〔車
“bなつ>

図 l un[Dicに よる(lf)の解析結果

(dID x血ぶ血 = 1ヽ0″烈7述 aco「ッ伍榔回b醜由西口 10'

(エキ71ordヨ ます と理怠!アラ,ス コ並「'ラ'Aぃ Osヨ助詞一般 的 僚工段サfr W研‐ヤ終lt形
―″ 呼お'39‐ます

rad揮 出P,ァ フス ,1伍dag車 アラクス IFo‐  ア ラ,ス ⅢgEEFま 'Ⅲ 血‐考 ラ7ス a■,‐ ユ ao四 Tpギ 0■

8du=IH',す ⅢⅢa Vi>
マdaS>
も a10>
(工 すWio tdヨ 家'す rand!ァ ラヮス コnd!ア ラワ″ PoF助 現

―授 Jpロ エ氏 '行 mmJ終 ■形 ―取 車週 ,。や まわす

と適 芭車 アラフス ,1伍じag!ア ラ,ス IF●‐  ア ラ,スⅢ観 ]や まわ■ R‐ ゴアク,ス ゎ や 0鞭 “町 却 J

印苺uヨ莉 >を'す く‐すWl>
すdaS>
“b■D>

図 2 UniD【 cに よる(2a)の解析結果
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きるためぅ時系夕Jにおつた分析が可能になる

新聞記事についても同様のマイエングが可能である

テキス トヤイエングでその時々の話題を抽出すること

で、それらの変遷を見ることが可能となる(動向分析)

一般に,テ キストマイエングで取得することができる

情報は,マ イエングの対象として設定したテキスト諄の

大域的なt頃向である 先 の時間情報のようにテイストと

組み合わせて利用できる情報(メタデ
ータ)があれば,そ

れを利用して, より細かな分析も可能になる

例えば,あ る製品に関する自由記・tの アンケ
ート結果

に対してマイエングをかけると。その製品に関する全般

的な評価の傾向が得られる 更 に,回 答者の様々な属性

を分析に加えることができれば, どのようなユ
ーザがど

のような評価を下しているかといつた分析が可能にな

る こ のときj統 計的に有意な信報を得ようとすると

ある程度の量が必要となることはいうまでもない

別の例 として、1 1こあげた Webか らの犯罪情報の

マイエングのような場合には,マ イニング対象はWob

全体となり,そ の中から該当する情報をさがすというタ

スク設定になる こ の場合には,取 り出したい情報が決

まっていて,膨 大なテキストrfからそれをいかに袖出す

るかが問題となる こ の場合,た ど'着 くのはテイスト

までであつて,そ こから著者を特定する部分はアロ本イ

ダなどに任さヤじる

現代社会においては`あ る種の利便性と引きさえに、

掴人情報を提供する場面が少なくない そ のような情報

は提性された側で適切に管理されていることが前提では

あるが,た とえ情報が匿名イしされていても,そ れらの断

片とかき集めることによつて、 ト レ
ースが可能となるこ

ともあり得る 一 方で,デ
ータマイニングの分野でも

Privac】proServing data mtting(PPDM)というテ
ーマ

での研究もなされている

アンケート結果やカスタマーセンタ
ーに寄せられた吉

見からのマイニンダなどは、特定の当事者のみが取得で

きるテキス トを対象 とするのに対 して,ブ ログなど

Vヽ‐b上 で公表されているテキストを対象としたマイニ

ングは,現 状ではクロ
ーリング

神 や複製の問題は残る

ものの,誰 にでも可能なものである 少 なくともぅウェ

ブ上で公表したテキストは検索やマイエングの対象にな

るということは,十 分認識しておく必要がある

4  お わ り に

本稿では、主に自然言語処理の観点からテキストマイ

エングの既要について述べ,社 会活動のトレ
ースという

側面から考察を"Bえた 近 年 CPUや 記憶媒体の性能が

あがり 個 人でもナヒ較的容易にマイエングを試すことが

できる状況になってきている ま た,公 開情報からのマ

イエングだけでなく。例えば企業内の非公開情報を対象

にしたマイエングも重要性を増している 本 稿が,技 術

と社会の関fTを考える契機の
一つとなれば幸いである
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